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(2) 

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
と
は

国
保
で
診
療
を
受
け
る
場
合
、
医

療
費
の
三
割
を
負
担
す
る
だ
け
で
す

み
ま
す
が
、
最
近
は
医
学
の
進
歩
に

伴
っ
て
高
度
の
医
療
技
術
が
開
発
さ

れ
、
高
額
な
医
療
費
を
必
要
と
す
る

場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
被
保

険
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る

た
め
に
、

一
定
の
限
度
額
を
超
え
る

負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
超
え
る
額
が
後

か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制

度
が
あ
り
ま
す
。

①
閉
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、

一
つ
の

医
療
機
関
に
六
万
円
以
上
(
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
三
万
三
千
六
百

円
以
上
)
の
自
己
負
担
金
を
支
払

っ

た
場
合
、
そ
の
超
え
た
額
は
、
あ
と

か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

②
一
つ
の
世
帯
で

、

同
じ
月
内
に
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円
以
上

(
住
民
税
非
課
税
世
帯
は二
万
一
千

円
以
上
)
の
支
払
い
が
二
回
以
上
あ

る
場
合
は
、
合
算
し
て
六
万
円
を
超

え
た
額
が
、
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。

③
過
去
十
二
ヶ
月
以
内
に
、
同
じ
世

帯
で
四
回
以
上
の
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
た
場
合
は
、
四
回
目
以
降

は
、

一
ヶ
月
三
万
四
千
八
百
円
(
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
二
万
三
千
四
百

円
)
を
超
え
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。
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④
高
額
の
治
療
を
長
い
間
続
け
る
必

要
が
あ
る
病
気
(
血
友
病
や
人
工
透

析
の
必
要
な
慢
性
腎
不
全
な
ど
)
に

つ
い
て
は
、

「
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
」
を
病
院
の
窓
口
へ
提
出
す
る
と
、

一
ヶ
月

一
万
円
以
内
の
支
払
い
で
す

み
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

一

ヶ
月
と
は
暦
月
計
算
で
、
月
の
一
日

か
ら
末
日
ま
で
を
い
い
ま
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
し
ま

す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
に

計
算
し
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
、
内
科
な
ど
と
歯
科

が
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
に
計
算
し

ま
す
。

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま
す

。

⑥
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
、

差
額
ベ
ッ
ド
代
や
基
準
看
護
の
病
院

に
入
院
し
た
と
き
の
付
き
添
い
看
護

料
な
ど
は
除
か
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

住
民
課

、

国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

高
額
療
養
費
貸
付
制
度

医
療
費
が
著
し
く
高
額
で
あ
る
た

め
、

一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難

な
方
に
対
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま

す
。

対
象
者

重
信
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
。
た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
方
は
貸
付
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

貸
付
額

高
額
療
養
費
〔
同
じ
月
に
、
同
じ

病
院
に
対
し
て
、
六
万
円
(
住
民
税

非
課
税
世
帯
は
三
万
三
千
六
百
円
)

を
超
え
る

一
部
負
担
金
を
支
払
う
と

き
、
そ
の
超
え
る
額
〕
の
支
給
見
込

額
の
十
分
の
九
に
相
当
す
る
金
額
。

た
だ
し
、
貸
付
額
が
九
千
円
未
満
に

な
る
場
合
は
貸
付
し
ま
せ
ん
。

貸
付
の
条
件

①
貸
付
金
の
利
子
は
、
無
利
子
。

②
償
還
方
法
は
、

一
時
償
還
払
。

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
・

住
民
課
に
・
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

住
民
課
・
国
保

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国

民

年

金

加
給
年
金
額
の
振
替
加
算

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
が
大

正
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十

一
年
四
月

一
日
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、

六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
、
次
の
い

ず
れ
か
の
老
齢
厚
生
年
金
等
の
受
給

権
者
で
あ
る
配
偶
者
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
し
て
い
た
と
き
で
老
齢
厚
生

年
金
等
の
加
給
年
金
額
の
対
象
者
と

な
っ
て
い
た
と
き
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
振
替
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

一

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期

間
が
二
十
年
以
上
あ
る
老
齢
厚
生

年
金
、
ま
た
は
組
合
員
期
聞
が
二

十
年
以
上
あ
る
退
職
共
済
年
金
の

受
給
権
者
等

二

障
害
厚
生
年
金
ま
た
は
障
害
共

済
年
金
の
受
給
権
者

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
自
身
が
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職

共
済
年
金
(
年
金
額
の
計
算
の
基
礎

と
な
っ
た
年
数
が
二
十
年
以
上
あ
る

も
の
に
限
る
。
)
な
ど
を
受
け
ら
れ
る

と
き
は
、
振
替
加
算
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

者
自
身
が
障
害
基
礎
年
金
、
旧
国
民

年
金
法
に
よ
る
障
害
年
金
、
被
用
者

年
金
制
度
か
ら
支
給
さ
れ
る
障
害
給

付
、
ま
た
は
、
恩
給
法
な
ど
に
よ
る

障
害
給
付
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、

振
替
加
算
は
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

昭
和
六
十
一
年
に
改
正
さ
れ
た
新

年
金
制
度
で
は
、
全
国
民
を
対
象
と

し
て
基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
、
「

一

人
に

一
つ
の
基
礎
年
金
」

を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
及
び

寡
婦
年
金
が
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
保

険
及
び
共
済
組
合
は

「

基
礎
年
金
の

上
乗
せ
」

の
制
度
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
場
合
は
、
本
人
が
希
望
す
る

一
つ
の
年
金
が
支
給
さ
れ
、
他
の
年

金
は
支
給
停
止
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
二
つ
以
上
の
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は

「

選
択
申
出
書
」

の
提
出
が
必
要

で
す
。

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
の
支
払
い

が
保
留
に
な
っ
た
り
、
共
済
組
合
等

か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
過

払
い
が
発
生
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

申
出
書
は
速
や
か
に
出
し
ま
し
ょ

、

AJJ

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は

社
会
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
下
き
い
。

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
五
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
平
成
四
年
六
月

二
十
七
日
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
手
続
を
行
な

っ
て
い
な
い
方
は
早
急
に
手
続
し
て

下
さ
い
。
期
限
ま
で
に
請
求
し
ま
せ

ん
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い

。

O

支
給
対
象

昭
和
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
平
成

元
年
三
月

三
十

一
日
ま
で
に
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者

が
い
な
く
な
っ
た
場
合

O

支
給
対
象
外

慨
に
弔
慰
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る

遺
族
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

O

支
給
額

額
面
十
八
万
の
国
債
で
六
年
償
還

O

受
付
窓
口
・
問
合
せ
先

役
場
厚

生
課

六
四
|

二
O
O

一

内
線
二
五
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税
務
だ
よ
り

の

日
頃
は
、
町
税
の
納
付
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
四
月

二
十
六
日
に
開
催
さ
れ

た
町
民
大
運
動
会
に
お
い
て
表
彰
さ

れ
た
、
町
税
納
付
成
績
が
特
に
優
秀

な
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

左
記
の
十
地
区
は
過
去
四
年
間
の

納
付
成
績
が
九
十
八
%
以
上
と
い
う

高
成
績
を
納
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

南
野
田

北
野
台
団
地

田
窪
団
地

牛
測

見
奈
良

上
村

時
川

+
1

ψ
z，q

ム
糸1

志
津
川

田
窪
上
林

今
後
と
も
、
町
税
納
付
に
つ
き
ま

し
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

~ -y (3) 

児
童
手
当

受
給
者
の
方
ヘ

六
月
は
現
況
届
提
出
月
で
す
。

児
童
手
当
受
給
者
の
方
は
、
毎
年

六
月

一
日
か
ら
六
月

三
十
日
ま
で
の

聞
に
、
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
と
六
月

一
日
現
在
の
養

育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の

届
け
で
す
。
も
し
、
こ
の
届
け
を
提

出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
六
月
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
下
さ
い

。

現
在
受
給
中
の
方
へ
は
、
六
月
中

に
振
込
み
通
知
書
と
と
も
に
、
現
況

届
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
役

場
厚
生
課
(
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

先
)
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
下
さ

児
童
手
当

制
度
改
正
に
つ
い
て

平
成
四
年

一
月

一
日
か
ら
児

童
手

当
制
度
が
改
正
さ
れ

一
人
目
の

子
ど

も
(
平
成

三
年

一
月

二
日
生
以
降
)

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
認
定
請
求
は
随
時
受
付

ま
す
の
で
申
請
を
さ
れ
る
方
は
役
場

厚
生
課
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
認
定
請
求
さ
れ
た
方
は
所

得
限
度
額
を
超
え
な
い
限
り
請
求
の

翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。

既
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い

る
方
は
、
制
度
改
正
に
伴
い
昭
和
六

十
二
年
一
月

一
日

1

昭
和
六
十
二
年

十
二
月
三
十

一
日
生
ま
れ
の
児

童
は

五
歳
の
誕
生
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

詳
し
い
事
は
厚
生
課
で
お
尋
ね
下

支
」
い
。

電
話
六
四
|
二
O
O

一

五
四

か
ん
が
い
期
に
お
け
る

農
業
用
水
路
等
で
の

事
故
防
止
に
つ
い
て

か
ん
が
い
期
に
な
る
と
農
業
用
水

路
は
水
量
が
増
し
流
れ
も
速
く
な
る

為
危
険
で
す
。
農
業
用
水
路
で
の
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い

。

一
、
児
童
等
は
農
業
用
水
路
内
で
遊

ん
だ
り
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
農
業
用
水
路
は
暗
渠
「
ト

ン
ネ
ル
」
箇
所
数
も
多
く
非
常
に

危
険
で
す
。

二
、
農
業
用
水
路
内
に
木
片
、
廃
棄

物
等
を
投
げ
込
ま
な
い
で
下
さ
い

。

水
路
に
物
を
投
げ
込
ん
だ
場
合
、

計
画
配
水
に
支
障
を
お
こ
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
水
路
を
せ
き
と
め

溢
水
さ
せ
、
田
畑
等
を
流
失
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

内
線

土砂災害防止月間引""'%
梅雨で長雨の降る 6 月は土砂災害の多

い時期です。 1 時間に20 ミリ以上、また

は、降り始めからの雨量が100 ミリ以上に

なったら要注意といわれています。がけ

地や川のそば、山がすぐ近くに迫ってい

るところに家がある方は気象情報に耳を

傾け、 土砂災害に十分注意しましょう 。

また、土砂災害の前兆を発見したら、

役場建設課に連絡するとともに、避難の

準備を始めましょう。

- 木の裂ける音やゴロゴロと石が

流れる音がする 。

-川の水が急に濁ったり、流れに

流木が，昆さ.ったりする 。

-雨が降 っ ているのに川の水かさ

が急に滅り始めた 。

さまざまな土砂災害の前兆

歯
み
が
き
講
習
会

(
表
紙
写
真
)

町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
で
は
、

松
山
中
央
保
健
所
の
協
力
を
得
て
毎

年

「
歯
み
が
き
講
習
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
む
し
歯
は
、
ミ
ユ
|
タ

ン
ス
と
い
う
細
菌
の
一
一
種
が
中
心
と

な
っ
て
起
こ
る
も
の
で
、
口
の
中
に

残
っ
た
食
べ
物
の
糖
分
を
栄
養
に
し

て
繁
殖
し
デ
キ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
糖

を
つ
く
り
、
こ
の
糖
が
品
閣
の
表
面
に

歯
垢
を
付
着
さ
せ
、
歯
垢
の
中
に
で

き
た
酸
に
よ
っ
て
歯
が
侵
さ
れ
ま
す
。

む
し
歯
予
防
の
第

一
は
、
食
後
に
必

ず
歯
を
磨
く
こ
と
で
す
。

特
に
四
、
五
歳
頃
は
、
乳
歯
か
ら

永
久
歯
に
か
わ
る
大
切
な
時
期
で
す。

家
庭
で
は
、
お
母
さ
ん
が
手
本
を

示
し
、
毎
日
根
気
よ
く
続
け
る
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う

。-がけから小石な どがパラパラと

落ちている 。

- がけに裂け目ができた。

-斜面の途中から突然水がわきだ

した 。

. i也面にひび割れができた 。

-地面の一部が陥没したり盛り上

カ〈ったりした 。

，也の水かさが急に変わ っ た 。

井戸の水が濁っ た 。
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検
診
の
ご
案
内

結
核
検
診

〈
対
象
〉

十
八
才
以
上
の
住
民

(
た
だ
し
、
学
校
・

職
場
・
病
院

等
で
受
診
し
た
者
は
除
く
)

〈
料
金
〉

無
料

〈
検
診
内
容
〉

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
方
法
〉

個
人
通
知
書
を
配
付
し
ま
す
の
で

検
診
時
に
持
参
し
て
下
さ
い
。
個

人
通
知
書
を
も
っ
て
い
な
い
方
は

直
接
検
診
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い

。

〈
注
意
事
項
〉

一
、
ボ
タ
ン

・

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

金
具
等
の
つ
い
た
服
装
は
避
け
て

下
さ
い
。

二
、
女
性
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ジ

ャ
ー
・

ト
レ
ー
ナ

ー
・

T

シ
ャ
ツ
等

を
着
用
す
る
と
便
利
で
す
。

〈
検
診
結
果
v

o

異
常
の
な
い
方
に
は
、
結
果
通

知
致
し
ま
せ
ん
。

。
精
密
検
査

(
大
撮等
)
の
必
要

な
方
に
は
通
知

し
ま
す

。

〈
表
彰
〉

地
区
別
受
診
成
績
の

一
位
か
ら
三

位
ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。

肺
が
ん
検
診

〈
対
象
〉

四
十
才
以
上
の
住
民

〈
料
金
〉

一
O
O
円
(
町
負
担

三
四
八
円
)

〈
検
診
内
容
〉

問
診
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
内
容
〉

個
人
通
知
書
に
添
付
の
問
診
票
を

記
入
の
上
、
検
診
時
に
持
参
し
て

下
さ
い
。

(
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
)

〈
検
診
結
果
〉

。
異
常
の
な
い
方
に
は
結
果
通
知

致
し
ま
せ
ん
。

。
精
密
検
査
(
略
伎
検
査
等
)
の

必
要
な
方
司
」
ま
通
知
し
ま
す
。

月 日 受付時間 実施場所

午後 2:30-4:00 上林 . '。口'

6 月 29 日 (月)
午後 4 : 30-6 : 30 上林公民館

午後 2:00-3:30 八反地公民館
6 月 30 日 (火)

午後 4:00-6 :30 志津川 公民館

7 月 1 日 (水) 午後 1 :30-6:30 田窪公民館

午後 2 :00- 2 : 20 山之内公民館

7 月 2 日 (木) 午後 2:50-3:30 井口公民館

午後 4:00-6:30 樋口公民館

午後 3 :00-4:00 堀池公民館
7 月 3 日後)

午後 4:30-6 : 30 牛榊l 公民館

午後 3 :00- 3 : 30 新村公民館
7 月 6 日 (月)

午後 4:00-6 : 30 南野田集荷場

7 月 7 日ω 午後 3 :00- 6:30 横河原公民館

7 月 8 日 (水) 午後 3 :00- 6 : 30 牛測団地集会所

午後 2 : 30-5:00 宮之段集会所
7 月 9 日 (木)

下林ガロ農協前午後 5:30-6:30

午後 2 : 30-4:30 見奈良公民館
7 月 10 日後)

午後 5 :00-6 :30 上村公民館

午後 2 : 30-4 :00 西岡公民館
7 月 13 日 (月)

午後 4:30-6 : 30 町民会館

日程表結核検診・肺がん検診

子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

子
宮
け
い
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を

次
の
通
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
受
診
し
て
下

支
」
い
。

〈
日
程
・
場
所
〉
別
表
の
と
お
り

〈
受
付
時
間
〉

午
後
一
時
1
二
時

〈
料
金
〉

子
宮
け
い
が
ん
検
診

本
人
負
担
四

O
O
円

(
町
負
担

二
六
七
O
円
)

礼
が
ん
検
診

本
人
負
担

一
O
O
円

〈
持
参
晶
〉

O

健
康
調
査
票

O

パ
ス
タ
オ
ル
(
礼
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
る
方
の
み
)

〈
申
し
込
み
方
法
〉

役
場
保
健
婦
室
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

宮
六
四
1

ニ
O
O

一

子宮けUがん・乳がん検診日程表(後半)

実施日 場 所

7 月 3 日峰) 南吉井小体育館

7 月 7 日伏) 重信町民会館

7 月 15 日制 下林集会所

7 月 31 日峰) 北吉井小体育館

11 月 13 日栓) 重信町民会館

住
民
健
康
診
査

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
は
、「自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

た
め
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
又
地
域

ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
む

た
め
の
第
一
歩
で
す
。

今
年
か
ら
、
従
来
の
検
査
内
容
に

以
下
の
検
査
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
O

H
D
L

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
一
釜
ロ

玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
も
い
い

動
脈
硬
化
・

高
血
圧
と
関
係
の
深

い
検
査
で
す
。

0

・
中
性
脂
肪
一
脂
質
の

一
つ
で
、

食
習
慣
と
関
係
が
深
く
、
増
え
す

ぎ
る
と
動
脈
硬
化

・

高
血
圧
を
招

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

O

尿
酸
一
痛
風
を
調
べ
る
検
査
で

す
。

O

腎
機
能
検
査
(
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
)

一
老
廃
物
の

一
種
で
、
腎
機
能
が

低
下
す
る
と
血
中
に
増
え
て
き
ま

す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
受

診
し
て
下
さ
い
。

※
交
通
の
不
便
な
健
康
診
査
会
場
に

限
り
、
健
康
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

四
十
才
以
上
の
住
民

〈
料
金
〉

無
料

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳
(
お
持
ち
で
な
い
方
は

当
日
発
行
し
ま
す
。
)
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〈
受
診
方
法
〉

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
健

康
診
査
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い

。

た
だ
し
、
健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

利
用
希
望
の
方
は
、
事
前
に
役
場
厚

生
課
・
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〈
健
康
診
査
内
容
〉

(
全
員
)

問
診
。
身
体
計
測
。
尿
検
査
。

血
圧
測
定
。
※
血
液
検
査
。
診
察

。
栄
養
相
談
。
生
活
相
談

※
血
液
検
査
の
内
容

。
貧
血
検
査
o

肝
機
能
検
査
。
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

o

H
D
L

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
o

中
性
脂
肪
。
尿
酸

。
腎
機
能
検
査
(
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
)

(
必
要
の
あ
る
人
の
み
)

心
電
図
検
査
。
眼
底
検
査
。
血

糖
検
査

〈
健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
運
行
〉

時間 場 所

午前10: 10 上村公民館

7 月 16 日

午後 2 : 10 宮之段集会所

7 月 29 日 午後 2 : 10 西岡公民館

8 月 26 日 午前10 : 10 新村公民館

右
記
の
公
民
館
・
集
会
所
と
健
康

診
査
会
場
を
往
復
し
ま
す
。

〈
健
康
診
査
結
果
〉

「
健康
診
査
結
果
報
告
会
」

明
し
ま
す
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

日
本
人
に
最
も
多
い
が
ん
は
、
胃

が
ん
で
す
。
し
か
し
、
検
診
で
発
見

さ
れ
や
す
い
た
め
、
胃
が
ん
で
亡
く

な
る
人
は
、
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。

大
腸
が
ん
は
、
近
年
、
食
生
活
の

欧
米
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
増
加
し

て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
は
、
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
り
、
集

団
検
診
の
方
法
は
、
便
を
と
っ
て
、

便
の
中
に
血
が
ま
じ
っ
て
い
る
か
否

か
を
調
べ
る
、
ま
っ
た
く
苦
痛
の
な

い
も
の
で
す
。

平
成
四
年
度
の
胃
が
ん

・
大
腸
が

ん
検
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
検
診
を

受
け
て
下
さ
い
。

で
説

月 日受付時間 場 所 備 考

7 月 16 日 9 : 00-11 : 30 午前上村

。村
下林集会所

13: 00-15: 00 午後下林

7 月 21 日 9 : 00-11 : 30 午前牛測

l対 南吉井小学校体育館
午後上樋団地.回復①13: 00-15: 00 

7 月 22 日 午前のみ牛榊l団地
9 : 00-11 : 30 11 

b判 播磨台団地，北野台団地

7 月 28 日
9:00-11:30 午前検河原

北吉井小学校体育館
l刻 13: 00-15: 00 午後志津川

7 月 29 日 9:00-11:30 午前 樋口

1蜘
11 

13: 00-15: 00 午後西岡

8 月 5 日 9:00-11:30 
制

上林公民館 上林
8 月 6 日 13: 00-15: 00 同

8 月 18 日
9 : 00-]] : 30 午前見奈良

田I 民 会 館
1ぬ 13: 00-15: 00 午後八反地，回窪団地

8 月 19 日
9:00-11:30 午前田窪②

11 
h同 13:00-15:0。 午後回窪③

8 月 24 日 10: 00-11 : 00 山之内井口公民館 山之内
(月)

8 月 26 日 9 : 00-]] : 30 午前南野田，新村

附
南野田公民館

13: 00-15 : 00 午後北野田

住民健康診査日程表

整理の都合で地区害IJ をしておりますが、当日都合の惑い方l止、上記の希望

される場所で受診して下さい。

田窪①(柳屋・森川商店より商の地区)

国窪②(柳屋 ・ 森川商店より東の地区一県道より北一)

田窪③(柳屋・森川商店より束の地区一県道より南ー)

※ 

※ 

〈
対
象
〉
四
十
才
以
上
の
住
民

〈
日
時
・

場
所
〉

場所 日 程 受付時間

上林公民館 8 月 5 日・ 6 日
午削7:30
-9:30 

モデル 9 月 3 日 ・ 4 日・ 5 日

9 月 7 日 ・ 8 日・ 9 日
午前7 : 30

町民会館
単年. 10 日・ 11 日 -9:30 

1 7 日 ・ 1 8 日・ 19 日

町民会館
11 月 9 日・ 10 日・ 11 日 午目'18:40

{開がん検診のみ) -10:00 

〈
料
金
〉
-

胃
が
ん
検
診
自
己
負

担
五

O
O
円
(
町
負

担

三
二
O
O

円
)

・
大
腸
が
ん
検
診
自
己

負
担
五

O
O

円
(
町

負
担
一

0
0
0
円
)

〈
持
参
品
〉

。
健
康
調
査
票
(
申
し
込
ま
れ
た
方

へ
事
前
に
送
付
し
ま
す

。
)

。
検
体
セ
ッ
ト

(
大腸
が
ん
検
診
を

申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
事
前
に
検

査
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。
採
便

し
た
も

の
を
、
検
診
会
場
で
回
収

大腸がん検診
便のとり方は簡単です/

(下記の要領で 2 日間( 2 回)

便をとります。)

IE日曜百C:~百|

ム曲 I i I 

1 / 1~~ 
府和i//吋\一
/仇J ik /夕、

¥ /~ " ./~ 

置
を
ふ
告
と
っ
た
後

場い例

し
ま
す
。
)

〈
検
診
結
果
v

約
一
ヶ
月
後
、

知
し
ま
す

。

〈
申
し
込
み
方
法
〉

各
組
回
覧
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は
、
地
区

衛
生
委
員
、
又
は
役
場
保
健
婦
ま
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
胃
が
ん
(
単
年
)
検
診

毎
年
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
胃
が
ん
(
モ
デ
ル
)
検
診

一
度
申
し
込
み
を
さ
れ
る
と
、
そ

の
後
は
、
取
消
し
の
申
し
出
が
な
い

限
り
、
毎
年
継
続
し
て
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
六
四
|
二
O
O

一

内
線

三
二

・

一
三
二

〈
申
し
込
み
期
限
〉

七
月
十
五
日
(
水
)

@
胃
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
い
人

①
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
人

②
胃
の
手
術
を
受
け
た
人

③
妊
娠
中
の
人

※
①
・
②
の
人
は
、
か
か
り
つ
け

の
病
院
で
定
期
検
診
を
受
け
て
下

支
」
い
。

受
診
者
全
員
に
通

ﾗ 。
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月日 受付時間 λ7 ール 内 �: 議 1市

第 13 : 30 14 : 00 講演 愛緩l担保健環境部
7 月 23 日

~ 「大腸がんの子防について J 保健指導課長
附

回 14 : 00 15 : 30 一大腸がんは恐くない 傾本真

第 13 : 30 14 : 00 講演
松山東雲短期大学

8 月 27 日 生活科学科
2 ~ 「地味にやさし く J 生活環境専攻

附 教 j~
回 14 : 00 15 : 30 ーあなたにもできる環境保護ー

芝 実

第 13 : 30 14 : 00 講演 愛媛県

9 月 29 日 精神保健センター
3 ~ 「メンタルヘルスケアについて J

ω 所長
回 14 : 00 15 : 30 ーストレスたまっていませんかー 青木英策

第 13 : 30 14 : 00 講演、実技
訟山市

10月 21 日 総合コミュニティー

4 ー 「ウォーキ ングについて J センター
側

一楽しくみんなで歩こう
運動指導員

回 14 : 00 16 : 00 
須山 i告光

健
康
づ
く
り
ス
ク
ー
ル

「

病
気
に
な
る
と
、
健
康
の
あ
り

が
た
み
が
わ
か
る
L
と
よ
く
い
わ
れ

ま
す
。

元
気
な
時
か
ら
、
栄
養
・

運
動

・

休
養
に
気
を
配
り
、
病
気
に
な
る
こ

と
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
こ
と
が
、

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

日
頃
の
生
活
を
見
直
し
、
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
に
と
り
く
む
た
め
左

記
の
通
り
「

健
康
づ
く
り
ス
ク
ー

ル
」

を
四
回

コ
l

ス
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
き
そ
い
あ
わ
せ
の
上
お

こ
し
下
さ
い
。

ール日程表スク健康づく

対
象
住
民

料
金
無
料

持
参
品
健
康
子
帳

場
所
町
民
会
館

申
し
込
み
方
法
七
月
十
五
日
ま

で
に
厚
生
課
・

保
健
婦
ま

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(宮
六
四
|

ニ
O
O

一

内
線

三
二

一
一
一
一
一
一

)

対象 住民
健康づく り料理講習会料金 無料

持参品 健康手帳(タッパ一、エプロンがあれば使 r 1 日 30品目を目標に」
利です)

その他 希望者には血圧測定を行います。 健康な体を維持するためには、バランスのとれた

月日 受付時間 開催時間 場所 内 ，廿ずそr 食生活を心がけることが大切です。 そのためには、

-栄養士の話 1 日 30品目以上の食品を食卓にのせることも一つの
r，ぐランえのとれた食 方法です。

7 月 6 日 9 : 30- 10: 00- 山之内井口 事について J
-保健婦の話 r 1 日 30品目を目標に」というテーマで健康づく

(月) 10 : 00 12 : 30 公民館 「日常の健康管理につ
り料理講習会を下記の通り開催します。いて」

-調耳E実習、試食 皆さんおきそいあわせの上、おこし下さい。

こ
ん
な
手
口
に
ご
用
心

学
習
教
材
販
売
・

•• 

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
っ
て
本
当
?

「
塾
で
指導
が
受
け
ら
れ
ま
す
」

「
家
庭
教
師
に
来
ま
す
」
等
学
習
指

導
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
セ
ー

ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
し
て
高
額
な
学
習
教
材

を
売
り
込
み
ま
す
。

ま
た
、
塾
や
家
庭
教
師
の
紹
介
の

よ
う
に
思
わ
せ
て
実
際
は
教
材
の
販

売
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
先
に
子
供
を
説
得
し

て
か
ら
親
を
勧
誘
し
た
り
、
文
部
省

や
教
育
委
員
会
か
ら
来
た
と
か
た
っ

て
学
習
教
材
を
勧
め
た
り
と
、
あ
の

子
こ
の
手
で
売
り
込
み
ま
す
。

。

勧
誘
時
の
問
題
点

「
教
科
書
に
合
っ
た
教
材
で
す
」

「
必
ず
入
学
で
き
る
よ
、
つ
に
し
ま
す
」

な
ど
、
子
供
の
教
育
に
対
す
る
熱
心

さ
に
つ
け
こ
み
オ
ー
バ
ー
な
セ
ー

ル

ス
ト
ー
ク
で
勧
誘
し
、
後
で

「
事
実

と
違
う
」
「
約
束
が
守
ら
れ
な
い
」
な

ど
の
苦
情
に
な
り
ま
す
。

。

契
約
時
の
問
題
点

消
費
者
が
セ
ー
ル
ス
卜
l

ク
を
信

じ
、
契
約
内
容
を
十
分
確
認
し
な
い

ま
ま
契
約
し
て
し
ま
い
、
「
塾
だ
と
思

っ
て
い
た

ら
教
材
の
契
約
だ
っ
た
」

「
指
導
内
容
が
契
約
と
違
う
」
な
ど

の
苦
情
に
な
り
ま
す
。

。

契
約
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え

学
習
教
材
は
、
た
と
え
ば

中
学
校

三
年
間
分
一
括
と
い
っ
た
よ
う
に
多

量
、
長
期
間
の
契
約
が
多
く
、
金
額

も
高
額
で
す
。
ま
た
、
学
習
教
材
と

指
導
が
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
も
指

導
の
部
分
だ
け
が
強
調
さ
れ
ま
す
。

そ
の
う
え
、
指
導
の
内
容
も
消
費

者
側
が
考
え
て
い
た
も
の
と
実
際
と

は
食
い
違
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
、

o

学
習
指
導
の
中
味
な
ど
契
約
の

内
容
を
よ
く
確
か
め
る
。

。

「
中
途
解
約
で
き
る
か
」
「
解

約
料
金
は
い
く
ら
か
」
を
確
認
し
て

お
く
。

な
ど
の
注
意
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

し
か
し
、
も
っ
と
大
切
な
こ
と

は
学
習
す
る
本
人
で
あ
る
子
供
に
と

っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
か

、

学
習

が
続
け
ら
れ
る
か
な
ど
を
よ
く
考
え

て
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

※
ク
|
リ
ン
グ

・

オ
フ
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、

愛
媛
県
生
活
セ
ン

タ
ー
(
宮
二
五
l

三
七
O
O
)
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い。



圃
圏
圃
圃
E
E

ぶ

な
お
薬
剤
は
地
区
実
践
会
を
通
じ

て
配
布
し
ま
す
。

実
施
時

期

六
月
十
五
日
か
ら
七
月

二
十
日
ま

で
に
六
回
実
施
し
ま
す
。

こ
の
実
施
時
期
に
合
わ
な
い
時
は

地
区
又
は
組
で
日
程
を
決
め
て
実

施
し
て
下
さ
い

。

使
用
薬
剤

乳
剤

(
D
D
V
P
五
%
、
ダ
イ
ア

ジ
ノ
ン
二
%
)

散
布
要
領

原
液
を
二
百
倍
に
う
す
め
一
戸
あ

た
り
一
回
六
リ
ッ
ト
ル
を
便
所
及

び
そ
の
周
辺
、
下
水
等
に
散
布
し

て
下
さ
い
。

二
百
倍
液
の
っ
く
り
方

三
十
∞
の
原
液
を
六
リ
ッ
ト
ル
の

水
に
入
れ
て
よ
く
か
き
ま
ぜ
ま
す

。

夏
に
発
生
す
る
蚊
、
ハ

エ
を
地
区

ぐ
る
み
で
駆
除
し
毎
日
快
適
な
生
活

が
お
く
れ
る
よ
う

全
町
一
斉
に
衛
生

害
虫
駆
除
を
展
開
し
ま
す
の
で
運
動

に
ご
協
力
下
さ
い
。

の, l' し幸良広(7) 

注
意
事
項

①
薬
剤
は
地
区
又
は
組
単
住
で
散
布

し
個
人
で
散
布
し
な
い
で
下
さ
い

。

②
薬
剤
原
液
は
テ
ン
プ
ラ
油
等
と
、

又
う
す
め
た
も
の
は
カ
ル
ピ
ス
等

と
間
違
い
や
す
い
の
で
十
分
注
意

し
て
下
さ
い

。

③
薬
剤
と
同
時
に
事
故
防
止
用
ラ
ベ

ル
を
配
布
し
ま
す
か
ら
必
ず
ビ
ン

等
の
容
器
に
は
り
つ
け
て
下
さ
い
。

④
既
設
の
浄
化
槽
に
は
絶
対
に
流
し

込
ま
な
い
で
下
き
い
。
浄

化
槽
内

の
大
切
な
微
生
物
が
死
ん
で
機
能

を
発
揮
し
な
く
な
り
ま
す

。

不
燃
物
回
収

①

回
収
日

毎
月
十
日
・

二
十
五
日

②

回
収
時
間

正
午
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
聞
に

荷
造
り
し
て
所
定
の
場
所
に
出
し
て

く
だ
き
い
。

③

回
収
す
る
不
燃
物

ガ
ラ
ス

・

ビ
ン
類

・

金
物
類
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類

・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
。営

業
用
の
不
燃
物
は
回
収
し
ま
せ

ん
。

④
注
意
事

項

不
燃
物
の
中
に
ご
み
類
を
絶
対
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

う
す
い
ア
ゼ
シ
ー
ト
及
び
ハ
ウ
ス

用
ビ
ニ
ー
ル
シ

l

卜
は
回
収
し
ま
せ

ん
。ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
て
不
燃

物
が
出
な
い
よ
う
固
く
荷
造
り
し
て

く
だ
さ
い
。

回
収
日
以
外
の
日
に
出
し
た
り
所

定
の
場
所
以
外
の
所
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑤

回
収
場
所

・

北
吉
井
地
区

山
之
内
公
民
館
↓
岡
え
ん
堤
↓
荒
木

谷
バ
ス
停
↓
除
ケ
↓
井
口
公
民
館
↓

菖
蒲
瓦
屋
下
手
↓
随
口
高
曽
渡
↓
横

河
原
公
民
館
↓
横
河
原
二
本
松
↓
横

河
原
愛
媛
新
開
店
横
↓
樋
口
オ
タ
ビ

↓
志
津
川
皇
大
神
宮
境
内
↓
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
↓
志
津
川
集
会
所
↓

池
田
商
店
北
側
↓
八
反
地
墓
地
南
東

側
↓
志
津
川
団
地
ス
ト
ア
ー
西
↓
西

岡
集
会
所
↓
西
岡
奥
村
商
店
前
↓
池

ノ
下
公
民
館
↓
播
磨
台
団
地
公
民
館

南
側

-

拝
志
地
区

上
林
(
お
ん
じ
橋
}
↓
上
林
中
筋
集

荷
場
↓
上
林
蔵
置
所
横
↓
二
ノ
瀬
バ

ス
停
↓
八
幡
公
民
館
↓
横
恨
公
民
館

↓
五
反
地
公
民
館
↓
下
林
集
会
所
↓

宮
ノ
段
集
会
所
↓
西
ノ
谷
公
民
館
↓

農
協
上
村
支
所
北
側

-

南
吉
井
地
区

見
奈
良
公
民
館
↓
刑
務
所
官
舎
↓
田

窪
田
地
遊
園
地
前
↓
田
窪
隻
手
薬
師

寺
北
側
↓
田
窪
集
荷
場
↓
堀
池
公
民

館
↓
牛
測
団
地
駅
北
東
入
口
↓
牛
測

団
地
四
棟
南
↓
牛
測
団
地
六
棟
南
↓

牛
測
団
地
三
十
四
棟
北
↓
愛
媛
銀
行

重
信
支
店
南
側
↓
牛
測
集
荷
場
↓
浮

島
神
社
西
北
側
↓
北
野
台
団
地
↓
大

地
泉
南
↓
野
田
集
荷
場
↓
大
湧
泉
横

↓
新
村
公
民
館

粗
大
ご
み
回
収

①
 
回
収
日

四
月
・

六
月
・
八
月

十
月
・
十
二
月

・

二
月

偶
数
月
の
二
十
八
日

② 

回
収
時
間

回
収
日
の
午
前

十
時
ま
で

③ 

回
収
す
る
粗
大
ご
み

テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫
・

洗
た
く
機

・

自
転
車

・

ミ
シ
ン
・
ベ
ッ
ド

・

机
・

イ
ス

・

家
具
・

ふ
と
ん
・
じ
ゅ
う
た

ん
等そ

の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は

事
前

に
厚
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

④ 

注
意
事
項

一
般
ご
み
・
不
燃
物
(
カ
ン
・
ビ

ン
類
)
は
従
来
通
り
前
記
の
日
程
で

回
収
し
ま
す
の
で

、

粗
大
ご
み
回
収

日

に

は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

ゴ
ム
製
品

・

ビ
ニ
ー
ル
等
(
う
す

い
ア
ゼ
シ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
用
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
)
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
及

び
、
事
業
所
か
ら
の
排
出
は
固
く
お

断
り
し
ま
す

。

粗
大
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
利

用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
排
出
す
る
前
に

も
う

一
度
利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
、
っ
。

⑤ 

組
大
ご
み
回
収
場
所

上 下上 新 北 ~t 南 上 播 牛 牛 出削 見西 'ゴoコa、 機 樋 山 地
野 樋 磨 測 窪
A口A 野 野

団
d口A 

団 団
太刀、 i孝 i可 之

団 団
十す 林 林 キす 地 国間 1色 地 地 沸l 地 窪 良岡 )11 原 口内 区

Jl 下 蔵お 農 集 大 野 北牛 丹ムA、 ポ堀公 遊 集 公池公 八志 一 Y品入」、 荒

協支 林 置ん 協 i五h、 地 問 東湖l 民 ン 池民 園 荷 民 ノ民 反 i章 本 民 木
集 所じ 支 所 泉 集 入団 館 フ 公館 地 場 館 下館 地)1 1 松 館 谷 場

所 -5:': 横橋 所 検 南 荷 口地 南 室 民 ~rJ 公 墓グ 西 ノイ

北 所 南 場 駅 傾IJ 横 舘 民 地ラ {則 ス

侭IJ 似IJ 館 南ン 停 所

側東ド
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同

和

ぷ、

南
吉
井
小

A

さ
ん
の
気
持
ち

「
何
よ
。A
さ
ん

U

私
は
、
こ
ん
な
言
葉
を
よ
く
遣
い
ま

す
。
自
分
で
悪
い
と
思
っ
て
い
て
も

つ
い
言
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
ど
う

し
て

A

さ
ん
に
だ
け
言
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
。

A

さ
ん
は
、
ち
ょ
っ

と
太
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、

悪
気

は
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
私
の
す
る
こ

と
に
い
ろ
い
ろ
か
か
わ
っ
て
き
て
、

お
せ
っ
か
い
に
思
え
て
く
る
の
で
す
。

ク
ラ
ス
の
男
子
も

A

さ
ん
の
机
や
イ

ス
、
持
ち
物
に
は
き
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
も
増
し
て
、
面
白
が
っ
て
友

達
を
机
な
ど
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
男
子

の
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
い
る
と
、

A

さ
ん
が
と
て
も
か
わ
い
そ
う
に
な

り
ま
す
。
自
分
の
し
て
い
る
と
き
に

は
何
と
も
思
わ
な
い
の
に
人
に
さ
れ

て
い
る
と
か
わ
い
そ
う
に
思
え
て
き

ま
す
。
何
て
自
分
は
勝
手
な
の
で
し

ト
ふ
、
つ
ノ
。

私
た
ち
六
年
生
は
、
社
会
科
の
歴

史
の
学
習
で
江
戸
時
代
の
身
分
制
度

に
つ
い
て
習
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
身

分
を
士
農
工
商
、
そ
の
下
に
ま
だ
低

い
身
分
を
つ
く
り
人
を
差
別
し
た
も

の
で
し
た
。

「
ひ
ど
い
な
あ
。

人
権
作
文
集
よ
り
③

の'1' し

教六
年

=民
同

女
子

ど
う
し
て
同
じ

人
間
を
身
分
で
差
別
し
た
り
す
る
の

だ
ろ
う

U
と
思
い
ま
し
た
。

差
別
。
私
は
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

私
が
A

さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
思
っ
て

い
な
い
の
は
差
別
し
て
い
る
の
と
同

じ
こ
と
で
す
。
自
分
だ
け
の
都
合
で

よ

く
思
わ
な
い
な
ん
て
身
分
制
度
が

で
き
て
い
る
み
た
い
な
も
の
な
の
で

す
。
あ
る
時
、
B

さ
ん
か
ら
、
A
さ
ん

が
相
談
し
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

「
A
さ
ん
ね

。
み
ん
な
に
い
じ
め

ら
れ
る
か
ら
先
生
に
相
談
し
よ
う
か

つ
て
言
っ
て
た
ん
よ

U

私
は
、
心
が
ズ
キ
ン
と
し
ま
し
た
。

い
じ
め
ら
れ
て
る
っ
て

言
う
の

は
、

私
も
そ
の
内
の

一
人
な
の
か
な
。

A

さ
ん
の
心
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
思
い
つ

め
て
い
た
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
A

さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
と
て
も
や
さ
し
い
人
な
の
で

す
。

た
い
へ
ん
よ
く
気
が
つ
い
て
、

給
食
の
準
備
が
遅
れ
て
い
る
と
き
は

進
ん
で
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
私
が

一

人
で
遊
ん
で
い
る
と
き
も
誘
い
に
き

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
A
さ
ん
に
、

「
男
子
に
あ
ん
な
こ
と
さ
れ
て
い
や

じ
ゃ
な
い
日

と
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

A
さ
ん
は
、
言
い
ま
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
困
る
け
ど
、
あ
ま
り
気

に
し
な
い
よ
う
に
し
て
る
ん
よ
。
そ

れ
に
、
私
に
は
友
達
や
先
生
が
い
る

か
ら
頑
張
れ
る
ん
よ
日

も
っ
と
私
た
ち
は

A

さ
ん
の
気
持
ち

に
な
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
に

一
人
で

も
悲
し
い

気
持
ち
を
も
っ
人
が
い
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

-
第
一
回
人
権
講
座

場日
所時

七
月
十
三
日
開
十
九
時
三
O
分

重
信
町
回
復

重
信
町
民
会
館
大
ホ
l

ル

「
う
そ
と
ま
こ
と
の
人
生
行
脚
」

愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

松
山
教
育
事
務
所

社
会
教
育
推
進
員

高
岡
猛

講演
師題

先
生

切「き 一 -, 
。生とお 、 、、生ぃ

きし互 講 同 日女き
方生い話じ 時性
」け の 「 内 ・生ぃ
をる人ふ容十十六高き
身も権尊を うで九 三 月齢
つにのを がわ昼夜実 時三 時三 十ハ者 謹開リ
け大重る 00 日華 F
る切しい施分分( ー
こにあ」 かか火 ー
とすい らら) 案
はる

内大 生

重
信
町
青
年
団
員
募
集

和
太
鼓
に
興
味
の
あ
る
方
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

毎
週
火

・
木
曜
日
練
習
中

(
連
絡
先
)
青
年
団
事
務
局

宮
六
四
l

二
O
O

一

住
民
課
森
幸
一

住宅金融公庫平成 4年度個人向け融資 愛媛県警察官(大学卒)採用試験案内
“おまわりさんの募集をしています"

1.受付期間 ~愛する街・愛する人のために・

①マイホーム新築:本年度中に 4 回の受付期間内 衝に、人に一番近い仕事です~

を定めて受け付けます。 愛媛県箸察は、県民の平穏な生活を守るため、元

②建売住宅購入: 9 月 30 日(水)まで
気な人 ・ 優しい人・そんなノ、ートで未来に奉仕する

優秀なあなたを求めています。
③中古住宅購入・リフォ ーム: 平成 5 年 3 月 19 日 来年 4 月採用の警察官の採用試験を、次のとおり

働まで 予定しておりますので、是非受験してくださし、

2. 融資額 区 分 p夫~ 施 日
①マイホーム新築・建売住宅購入 ・中古住宅購入 受付期間 6 月 4 日(刻一 7 月 3 日掛までの間
新築・購入する住宅の条件等により異なります。 第 一 次試験 7 月 19 日(日)

②リフォ ーム: 最高510万円(工事費の8害Ij以内) 一次合格発表 7 月 29 日(水)
(それぞれに特別加算額もあります) 第一次試験 8 月 12 日(水)

3. 金利(年) 一次合格発表 8 月 27 日(榊
①マイホーム新築・ 建売住宅購入: 4.9%ー 5.6% 採用予定人員 30人
②中古住宅購入 ・リフォーム: 5.25%一 5.6%

(特別加算額は5.7%) 受験資格昭和40年 4 月 2 日から昭和46年 4 月 1 日

4. その他 までに生まれた男子で、大学卒業者又は

詳しくは住宅金融公庫四国支店(宮0878-25- 大学卒業見込者

0511) 、または住宅金融公庫業務取扱店までお問 詳しいことは、お気軽に松山東警察署・派出所・

い合わせ下さい。 駐在所にお問い合わせくださし、。
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図
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館
で
は
、
図

書
の
増
数
に
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一
階
閲
覧
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ー
に

書
架
を
増

設
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

※
学
習
さ
れ
る
方
は
、
二
階
読
書
室
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ご
利
用
下
さ
い
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今
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の
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来
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さ
ま
よ
い
歩

く
鏡
で
あ
る
。
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ス
タ
ン
ダ
l

ル
)
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ワープロ技術講習会 重信町青少年補導委員と連携を/
対 象 就業を希望する女性 各分館・ PTA ・学校から推薦され、町長から委
科 目 ワープロ(日商検定 3 級を目標) 嘱を受けた青少年補導委員は、街頭補導・少年相談・
日 時 7 月 14 日 (;k) -8 月 24 日伺)までの閣の21 日 環境浄化活動等に従事し、町内青少年の非行防止、

(土曜、日曜及び祝祭日を除く)
健全育成の推進に努めています。

毎日 9 時30分一 15時30分まで

会 場 松山市山越町450番地 各地域におかれましては、補導委員さんと連携を

愛媛県女性職業センター 図りながら、 21世紀を担う青少年を温かく見守り育

定 員 30名 てていきましょう。

受講料 無料(教材費一部自己負担)
平成 4年度 重信町青少年補導委員名簿

主 催 愛媛県女性職業センター

申込日時 6 月 24 日休)、 25 日附の 2 日間 所属 氏名 住 所 電話番号

( 9 時一 16時まで) 山之内 山内英彦 山之内27 64-8225 

印鑑持参の上、松山市山越町450番地 樋 口 恒岡光行 樋口 1175 64-6652 

愛媛県女性職業センター (ft23 -2201) 横河原 藤田吉康 横河原355-75 64-6007 

へ申し込んで下さい。 志津川 松田豊和 志津川 1421 64-6517 

/1 近藤 宏 志津川 1303 64-0592 

八反地 西村吉兼 志j章)111133-23 64-9243 

平成 4 年度国家公務員採用試験 西 岡 山内典明 西岡1339 64-9748 

(高等学校卒業程度)
矯磨台 佐々木嘉忠 西岡599 - 35 64-6855 

上 樋 前松敏子 西岡587-16 64-2991 

見奈良 品原 擁 見奈良458-2
試 験 の 種 類 申込受付期間 第 l 次試験日

64-0993 

国家公務員採用 III 種試験 7 -1(榊 -7_8休) 9.13(日)
回復団地 稲葉正一 田窪2260 一 7 64-5765 

刑務 官採用試験 10.11(日)
回 窪 渡部清温 田窪1835-1 64-3776 

8.21~お
入国警備官採用試験

掘 池 大北正明 牛測1502 64-8767 

皇宮護衛官係用試験 牛 沸l 窪田記代司 牛洲1077-6 64-2045 

9.3 (柑
10.4(日)

航空保安大学校学生採用試験
牛沸j団地 樋口省ニ 牛沸1Jl 957-1 8-239 64-9389 

海上保安大学校学生採用試験 9.3 (村 1 1. 7出- 8(日)
北野台 山之内芳夫 北野田988-13 64-1819 

海上保安学校学生採用試験 1 1. 8(日)
北 野田 岡田武範 北野田319 64-5572 

気象大学校学生採用試験 9.16(水) 11.7出- 8(日)
南野田 明賀正宏 南野田330 64-8554 

新 村 八塚祐一 北野田775 64-8287 
※ 詳しいお問い合わせについては

上 林 山内裕一 上林甲239 64 -2425 
干760 高松市松島町 1 -17-33 

下 林 中岡政男 下林甲2469 ー 1 64-5009 
人事院四国事務局 第二課試験係

上 キす 津川 義明 上村甲891 64-2792 
会 (0878) 31-4765 まで

北吉井小 門田博之 松山市朝生田1099-1 シャルル相泉 45-9555 

南吉井小 高石利保 松山市水j尼町713-3 76-0571 

穆動 -電話のご相談もお受けします
拝志小 芝 恒治 川内町北方3205-1 66-3824 

上林小 曽我部節美 川内町北方2617-2 66-4269 

ft0899-45 ・2335<直通) 重信中 武智和夫 上村甲497-2

突通事故 相談日 : 月曜から金曜午前9時半-12時 東温高校 崎山普史 回窪2156-8 64-8178 

午後 T 時-4時40分(祝祭日を除く) 県指導員 岩川 孝男 志i季) 117 35 - 6 64 -6518 

ご相談 。専門の相談員ガ親身になってご栂談に応じます 北小 P 松岡庚子 志i掌)111303 - 37 64-9331 

。弁護士相談日 : 毎週木曜日午後 T 時-4時 南小 P 佐伯和子 見奈良898 64-8361 

持小 P 高須賀尚美 上村甲912-2 64 -5776 
社団法人日本損害保険協会 上小 P 菅能八重子 上林甲2275 64-8412 

松山自動車保険請求相談センター 重中 P 河野愛子 下林甲2389 64-2742 

松山市花園町1-3 日本生命松山市駅前ピル6階 松山調査事務所内宮0899-45-55∞ 東温高 P 野上広重 下林甲539 64-2706 
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各
種
講
座

菊
e

つ
く
り
講
座
(
第
二
回
)

ぷ、

第
二
回
菊
づ
く
り
講
座
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で

、

多
数
ご

参
加
下
さ
い
。

日
時

六
月
十
三
日
出

午
後

一
時
三
十
分
i

町
民
会
館
玄
関
前

ロ
ビ
ー

鉢
上
げ

、

摘
芯
等
に
つ
い

て無
料

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生
(
奥
道
後
)

の

内場

容所

'1' 
受
講
料

講
師

し

映
写
技
術
講
習
会

日
時

六
月
二
十
三
日

ω

午
後
七
時
三
十
分

i

九
時
三
十
分

町
民
会
館

三
階

視
聴
覚
音
楽
室

視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー

検
定
員
中
村
正
史

視
聴
覚
機
器
取
扱
い
に
関
す

る
実
技

資
格
認
定受

講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

し

、
映
写
機
及
び
教
育
映
画

フ

ィ
ル
ム
を
貸
し
出
し
ま
す
。

場
所

講
師

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト

取
扱
い
講
習
会

七
月
十
日
働

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

重
信
中
学
校
野
球
場

(
雨
天
時
は
町
民
会
館
)

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

講
習
内
容

。

テ
ン
ト

の
設
営
方
法

。
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ

ヤ
|

の
印
国
立
田
川
占
…

受
講
者
に
は
、
町
保
有
テ

ン
ト

の
無
料
貸
し

出
し
を

許
可
し
ま
す
。

(
一
人
二
張
り
ま
で
)

日

時

場

所

特

典盆
踊
り
講
習
会

日
時

-

七
月
四
日
出

査
の
部
十
四
時

i

十
六

時
三
十
分

夜
の
部
十
九
時

三
十
分

i

二
十
二
時

・

七
月
十
八
日
出

畳
の
部
十
四
時

1

十
六

時
三
十
分

夜
の
部
十
九
時

三
十
分

1

二
十
二
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・

渡
部
三
代
子
(
七
月
四
日
)

.

氏
家
富
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(
七
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十
八
日
)

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

重
信
音
頭

他

新
曲

講
師

曲場
目所

重
信
町
中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

受
講
生
募
集

重
信
町
教
育
委
員
会
で
は
、
重
信

町
婦
人
会
共
催
で

、
「

重
信
町
中
央
レ

デ
ィ
ー

ス
学
級
」

を
開
催
し

ま
す
。

お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
対
象

重
信
町
在
住
の
女
性

二
、
学
習
期
間

六
月
か
ら
十

二
月

三
、
募
集
人
数

講
座
に
よ
り
定
員

有

講
座
内
容

一
、
健
康
講
座

二
、
趣
味
講
座

三
、
文

化
講
座
、

四
、
教
養
講
座

を
予
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お
り
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す
。
詳
し
く
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に
案
内
チ
ラ
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布
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。
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放
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八
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ま
で
水
・
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日
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開
放
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十
三
時
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一

使
用
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無
料

登
録
方
法

小
学
校
五
年
生
以
上
の
町
内
に

一

居
住
し

て
い
る
方
に
限
り
登
録
で

一

き
ま
す
。
ま
だ
登
録
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て
い
な
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一

方
は
、
町
民
会
館
備
え
付
け
の
申

一

込
書
に
写
真
一
枚
を
そ
え
て
、
教

育
委
員
会
へ
提
出
し

て
下
さ
い

。

な
お
、
昨
年
ま
で
の
登
録
者
は
登



録
証
を
提
出
し
更
新
し

て
下
さ
い
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県民体育祭町予選

クロッケ一大会の開催について
日時 6 月 28 日 (日)午前 9 時から
場所 重信中学校運動場
主催 重信町体育協会
後援 重信町教育委員会
参加資格
(1) 重信町に在住 している者で町予選で勝ち残っ
た際、 郡予選( 8 月 30 日)・愛媛スポレク祭((10
月 4 日)に参加できる者。

(2) 一般の部……年齢、 性別制限なし。
老年一部 ・ … . .60才以上70才未満、性別不問。
老年二部…一・70才以上、性別不問。
(年齢は平成 4 年 4 月 1 日現在)

競技方法
(1) 競技は トーナ メン 卜 法による。但し、参加チ
ーム数によっては、予選 リーグ、決勝 トーナメ
ン 卜 j去による こ ともある。

(2) チームは、選手 3 名で編成する。
(3) 規則は愛媛県ク ロ ッケー競技規則に準ずる。
(4) 競技時間は1 5分とし、得点制で行う。
申込期限 6 月 22 日悦)

申込方法 町民会館に備え付けの申込用紙に記入

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

町
民
プ
ー

ル
監
視
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
員

七
名

応
募
資
格

町
内
に
居
住
す
る
大
学
生
で

、

次

の
条
件
を
み
た
す
方
。

①
身
長
二
ハ
O

m
以
上
で
、

一
応
の

水
泳
(
平
泳
ぎ
・
ク

ロ
ー

ル
・

背
泳

ぎ

)
が
で
き
る
こ
と
。

②
期
間
中
休
ま
ず
に
勤
務
で
き
る
こ

炉
、

③
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
男
子

期
間七

月
二
十

一
日
か
ら
八
月
十

三
日

ま
で
の
毎
日

八
月
十
九
日

i

八
月
三
十

一
日
ま

で
の
水
・

土
・

日
曜
日

十
二
時
か
ら
十
七
時
ま

で

口
H

山
詞

五
、
0
0
0
円

応
募
手
続

七
月
八
日
ま
で
に
、
履
歴
書
を

社
会
教
育
課
ま

で
提
出
し
て
下
さ

定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま

す
。



広 ぷ、

重
信
町
婦
人
指
導
者

研
修
会
(
新
居
浜
市
)

の

五
月
十
二
日
新
居
浜
市
で
、
重
信

町
・
新
居
浜
市
両
婦
人
指
導
者
四
十

七
名
が
参
加
し
て
、
交
流学
習
会
を

行
な
い
ま
し
た
。

近
年
「
地
域
づ
く
り
」
の
重
要
性

が
叫
ば
れ
、
婦
人
会
も
地
域
の
中
で

の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
会
で
は
婦
人
会
の
組
織
の
拡

大
や
活
性
化
、
ま
た
具
体
的
な
活
動

報
告
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な

わ
れ
、
今
後
も
「
地
域
づ
く
り
」
に

寄
与
で
き
る
婦
人
会
活
動
を
続
け
な

け
れ
ば
と
、
会
員

一
同
意
識
を
新
た

に
し
ま
し
た

。

会
場
に
な
り
ま
し
た
新
居
浜
ウ
ィ

メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
(
女
性
セ
ン
タ
ー
)

の
施
設
・

設
備
は
女
性
の
活
動
の
拠

点
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
と
て
も

素
晴
し
い
も
の
で
し
た
。

t-y し幸良

〈
十
周
年
記
念
演
奏
会
〉

女
声
合
唱
重
信
コ
ー
ラ
ス

と
と
も
に

)
 

l
 

l
 

(
 

重
信
コ
ー
ラ
ス
は

、
発
足
以
来
十

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
和
や
か

な
人
々
の
触
れ
あ
い
に
満
ち
た
重
信

町
で
、
歌
う
こ
と
の
好
き
な
仲
間
が

集
い
、
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
作
り
を

め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
私
た
ち
が
長
い
歩
み
の
な
か
で

積
み
上
げ
て
き
た
ハ
ー

モ
ニ
ー

を
、

皆
様
方
に
是
非
聴
い
て
い
た
だ
き
た

く
、
こ
の
た
び
重
信
少
年
少
女
合
唱

団
等
の
ご
協
力
を
得
て
十
周
年
記
念

演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
の
ご
来
場

を
団
員
一
同
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

一
、
日
時

樹
開
演
十
九
時

重
信
町
中
央
公
民
館

重
信
コ
ー
ラ
ス

重
信
町
教
育
委
員
会
、

重
信
町
文
化
協
会
、
東

温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

愛
媛
県
合
唱
連
盟

五
、
賛
助
出
演重

信
少
年
少
女
合
唱
団

石
丸
通
幸
(
ピ
ア
ノ
)

高
橋
貞
道
(
ト
ラ
ン
ペ

ッ

ト
)

六
、
会
費

一
般
五
O
O
円

小
・
中
高
生
三

O
O
円

※
お
問
い
合
わ
せ

重
信
コ
ー
ラ
ス
代
表
阿

比
留

宮
六
四
|
九
四
七
二

二
、
場
所

=
一
、
主
催

四
、
後
援

親
子
名
作
映
画
会

画
一
「
が

ん
ば
れ
ス
イ
ミ
|
」

二
年
生

教
科
書
掲
載
中

「
ガ
キ
大
将
行
進
曲
」

文
部
省
選
定

日
本
P
T
A

特
選

き
一
六
月
十

三
日
出

一
回
目
二
時

三
十
分

1

四
時

二
回
目
五
時

三
十
分

ー
七
時

と
こ
ろ
一
町
民

会
館
大
ホ
|
ル
(
二

F
)
 

料
金

一
五
O
O
円

主
催
一
重
信
町
親
と

子
の
良
い
映

画
を
み
る
会

後
媛
一

重
信
町
文
化
協
会

/

重
信
町
教
育
委
員
会

目
的
一

一親
と
子
で
良
い
映
画
を
共

に
鑑
賞
し
、
子
供
た
ち
の

情
操
教
育
に
寄
与
す
る

全
て
の
子
供
た
ち
に
愛
と
希
望
を
グ

勇
気
と
感
動
を

H
Y

た
だ
今
、
会
員
募
集
中
/
詳
細

は
映
画
会
受
付
で

九
月
五
日
出
「
ぞ
う
の
パ
パ
|
ル
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
/

映と⑧
⑧
⑧
⑮
 

世嵯

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

れ
~
。

大
西
茂
久
さ
ん
田

窪

中
上
性
喜
さ
ん

見
奈
良

中
上
浩
之
さ
ん
見

奈
良

松
本
思
明
さ
ん
西
岡

水
田
博
さ
ん
回

窪

皿
ケ
嶺
山
草
会
の
み
な
さ
ん

F一一一~一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一、

;オオ船は れスこを口瓶たと れの卜潜多 好なサラをを
ララが、ラてでれイ呆ののもいラるイロめ様そ品どイムカたプ
ンン長 一ムい発はっと首のうム機ベブま化のでとダネラて シ

i ダダ崎八ネま明、よこにだ言ネ会ン|しし後し並|語力てユ
i 水船に六のすさーうろ入と葉はが卜ムた、、たぶ、竺ラ栓 l
i とが持 O 日 。 れ八にのついが、増なやがラ清 。、 と三いをツ
i 呼持つ年本 た固なゴてわ日レえど地 ム涼 夏こ芙わ抜と
ばってご伝 も三つムいれ本モまで域最ネ飲 のろ戦せきさ

i れてきろ来 の年て輪るて語ネし目お近は料 代て計な、わ
s てきたイに だにいとビい化 I 1.こにこの影水 表ん 127 がガや
;いたとギっ とイまで|ましド 。 ふしレをが 的、毛らラか
i たのか リいいギす気王す な氷飲スなは
i なで 、 スて わリが密矢 o 同ふ由 し水、む玉音

i M a まち圃圃園圃圃 と出プよ冠し め前と
~わ d司‘・‘すや 夏し現ラうのいフら後の

1 刀\)" 0 、~...!有 力、んが ウに休る息すをのてしスで発のムれに説
; ロbf:ィ fどむ~ 0 と行イ、暇時つね口暑喜、チす明でネてはが
, ω ・ 0 ・") I¥.""_ ~') 連わ|六の聞い 。 にいば郷 ツ がと、瓶い 、あ

i 岬断 続れク\ ~ fJ て人すとれ愁クとヨはた日 j
~./失ごv越~ 1'-ご.._，// 休ま」八及必リ問るきてを製日も|洗よ本ま
レ制1溺命久 暇すキ月 要フにとにいさの本に口ううです
l ミ・Iφ VJ:'V-(I\ヘ を 。 ャに拡でレはほ清まそラで姿ツのでも o I 
仁?て二十弘吉ゲゴ/ ¥ ¥ とあン「大すツほっ涼すうムはをパがす製明 i 

i 茨ヨ到 11 .fげ 」 つなぺ ほを 。 シっと飲 。 飲ネ最消でむ 。 造治 i 
i 匂vJ..-~\\1 材九_____ Lね てた|つ白連ユとし料 み瓶近しはず と笠 i 
i / f  k三ヨ \守町 いはンと的続すーま水 物が、た王カ、 始新 i 

-圃.... Ji函圃圃



(12) 

閉
園
図
面
四
国

fJ E3 1民カ :レ :ン : ダーJ
ι 。 4'年6 月 20:日目4年7 月号1ピ日 i

行事名|時間|場所
健康相談 , 9:00-fl:ool 役場保健婦室
当察医 泉内科 川内町南方 ft66-2226 
健康相談 (24 日まで) 1 各 地 区
不燃ごみ回収日

25側 r :{1自己ーと正樹一誌が .... :: ::: :::: IT{均三両:::óò:r :役:場公講主 l
'""1 母級学級{昌) 1 受付 1 3:30-14 ∞ 1 "... .:.: ~ '::'1 
|妊婦 ~ I 学級 Î~:oo-ﾎS:30 I 町 民会館 |

引 l 役場開庁日

当番医 山本内科 川内田I北方 合66-2066
組元ごみ白~úi .(記長it:場所入均時語ーで.，:::出工そ下 ~.C;':)一 一 一 ;
母親学級④ |受付9:30-10 :ω|

1 ~;;:_;;_ , ，~~ 1 ~;，~ ，~:~~ ;~:~~ 1 町 民会館
29閃) 1 妊婦 |学級 10:0ト 1 2:30 1 

I 結核検診二肪がよん検'診:..(3Ò8 ーまーで) . .. . . ....φ I各 itii 一 一一邑

30ω 1. ffl.，L県民税答 l矧納I_~.~~
山 | 水道料金納期限

l 附|結核検診・肺がん検診( 3 日まで).... . ... . . J 各 地
附 | 美学謙虚一 一 一 一一ーー r 'Ú::lÓ二 一 一 一一一[尚 一 民一会

ω| 子宮けいがん ・ 手しがん検診 I ，" . ^" ".."^ 1 I ')jf'l ~;"1 ' I..:~: ，"'I.H... ，... ''''''17'0'''7 113 ・ 00ー 14 :00 1 ï有吉井小体育館130才以上の女性 1 w.  vv  .., . vv  1 

|健康相談 1 9:00-11 :001 役場保健婦室
4 (却 I ..Cl.. U::Z: 1'¥ ~# 51'51 ^ I (盆) 14:00-1 

l 盆踊り講習会 I ~~~ ~::~~ I 町民会館
| (夜) 19:30-1 

当番医 国立療養所愛媛病院 横河原 包64-2411 
健康相談 113 :00-14 :00 1 町民 会館
J結絞殺ー診二肺ーかん一検一診一(iò' Eï語で)……… 1 各 地 亘

6 (月川 重信地区婦人保護研究協議会 113 :30 -16:00 1 町 民 会 館
|受付 9:30-10:ω|

健康づくり料理講習会 I ~ll~~ . ;:~; : ~:~~ I 山之内井口公民館
}講習全10 : 00-1 2:30 1 

ぶ

月

出
生
(
お
め
で
と
う
)

住

所

保
護
者

の

志牛牛横西見牛上牛志
津 j可 奈 津
川淵IJ i由l 原岡良法IJ 林渋IJ 川

藤 i酉片藤中林鈴徒大宮
田井上聞原 木 j甫北岡

未
定政敬宏知俊正晴
俊武 三 明生 i告次樹昇進

直旦正将俊宏健雅稚紗

tf' し報広

L
畑
一
川
一
淵

5

月
間
日
届
出

出
生
児

一生
年
月
日

代
一
4
・

9

史
一
4

・
叩

樹
一
4
・

日

大
一
4

・

u

樹
-
4
・

日

樹
一
4
・

l

平
一
4
・
初

隆
一
4
・

幻

美
一4

・
出

也
一
4

・

ω

6 

手E

t
(
お
悔
み
)

下志牛棟樋見見 住
i~ j可 ズ庁又、 ズ，y，又

林 川 沸l 原口良良 所

武 二 局 桐杉山 青
氏智好橋 山原本野

ア
敏道光ヤ正安

名春良子ノ Jl IJ 子 勇

年
72 91 69 84 65 58 78 

-!j会3、

5 5 5 5 4 4 4 要E
亡

14 14 6 3 23 22 16 
α3 

日

1孟
憶

27ω 

28(R) 

5 (日)

月

子宮けいがん・干しがん検診 I ........ ^^  .. .. ̂ ^  I 7 (刈 I ... J^~I .• .'I ~ I " ;u;_:'.::;_l.f.I fv1^P~ 1 13:00~14:00 I 町民会館
30才以上の女性 1 'V'vv , "vv 1 

中央料理教室 1 9:30- 1 町民会館
l 才 6 ヶ月児健康診査 1 ,,"."" ".."̂  1 1 13:30-14:301 町民会館
H2年 11 月 ・ 1 2月生まれ I 'V'VV ， ~' vv l 

9 附|行政 ・心配ごと相談所 113:00-15:00 1 役場会議室
不燃ごみ回収日
ギζジア踊子ジトー取扱' 1'講習ーを三 一rlii::ló:":': ー 一 1 量一 i中デラジド
役場開庁日

11出卜第. 3'，画一 語ケーと1')議崖一一一一，..Ú:ぬ二 一 ‘|目下民会 " 1!g'
当番医 西野内科クリニ "/1 牛 洲 ft64-2200 

結綴検診 ・ 肺がん検診 |各 地 区

乳児健康診査 I ," , "^ ...."̂  1 1 13:30-14 :30 1 町民会館
H3年9月 ・ 1 2 月、 H4年3月生まれ 1 .v'vv •• 'VV 1 

子宮 (tl 、がん ・礼がん検診 1 "'". ̂ ^  ".. ̂ ^  1 
113:00-14:001 下林集会所15休) 1 30才以上の女性 I'V'VV n.vv  1 

文学議座 113:30- 1 PIT 民会館
健康診査 |午前 9ω-11 : 30 1 

l | | 下林集会所
16附 1 40才以七の ー般 |午後 13 ∞-15:00 1 

| 中央レディース学級 1 9:30- 1 町民会館
| 健康相談 1 9:00-11:00 1 役場保健婦室

18出 1 r->.oX n .. "'. ̂  1 (畳) 14:00-1 
1 :盆踊り講習会 I ~:::~ :~:~~ t 町民会館

l (夜) 19:30-1 

1 当苦手医 泉内科 川内町南方 まま66-2226
19(日)ト

|成人ソフトボール大会
20伺) 1 幼稚園 ・ 小学校・中学校終業式

目健康診査 |午前 9 ∞-1 I:30 1 

1 :..~: ，::~~ ;:::: 1 í有吉井小体育館
40才以上の一般 |午後 13:ω-15 ・ 00 1 

2 1(刈トー… ・ … 会合 一一 一l 一 一 一一一 一 人
l 図書館開館時間延長 20:30 まで(- 8 月 31 日)
「目T艮デ二二 1 1.-- . .敢闘放両信一一一一一 一

2蹴 • 守非蚊辛半料今}開ト
ι叩V円"川l 健 奈診査 4ω0 才以土上.の一般 1 9虻: 0∞0-1日1 :3ω01 í南有吉井井-小f体本育館館[ 

主百三7と相談所 '13:00-15:00 ，役場会議室
蚕存主!普寧二二 二二IW尚三 二二PC:民主用

i 健康づくりスクール① | 受付 1 3:30- 14ω|
23附 I ~::~~~ .. : ~_L IH' '-=-- 1:;:':" 

1 r大腸がんの予防 |ス 7 ール |町

大腸がんはこわくない-J 1 14:00-15:30 1 
母{長一じうシ'1ι ぇ:学級 ー ì" 'ii:oô二 一一… I面T 令 民会館

l 役場開庁日
25ω | 

| :不燃ごみ回収日
26(凶|当番医 山本内科 川内町北万 まま66-2066

|健康診査 (29 日ま で) 1 午前 9:ω -11: 30 1 
28ω1 ~/!.~~~~~4~1~ d- ~， 1 ~.~: l~:~~_ :;:~~ 1 北吉井小体育館

|40才以上の住民 | 午後 13:∞-15:00 1 

| 子宮けいがん ・ 礼がん検診 I ，'l 'f¥{¥ _ 1 A '''f¥ I I ~J~ ~~ :.J， V," :_-';-- ld.TL.IJ Iv '1""~ 113:00-14 :00 I 北吉井小体育館
3 1幽 1 30才以上の女性 1 'V'VV • "VV  1 

I -扇民ー健康保険)見第 1 ，期分及び-曲是主主1討見鏡店 j羽一分納期'~N" .. 1 

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。 秘密は厳守 します。

日時 毎週水曜日
月 日 相談員

l3 : 00 -17 : 00 3 大森敬子
場所 図書館 3 階 10 近藤栄宏

電話 64-3437 
6 

近藤良倍17 

方法 電話でも よいし、 24 稲荷善一

直接来られでも 1 武智道子

かまいません。 8 林 ト シ子

子供からの電話 7 15 池) 11 敏朗

も受付けていま 22 i也) 11 邦男

す。 29 水田敏贋

8 休)

10~討

12(日)

13(月)

14ω 

7 

月

お
詫
び

四
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
「
平
成

四
年
消
防
出
初
式
L

の
中
で
被
表
彰

者
の
う
ち
、
次
の
方
々
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
の
で

、

お
託
ぴ
し
訂
正
し
ま

す
。
(
敬
称
略
)

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)

石
丸
臣
一

高
須
賀
公

館ぷλ
エー民
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